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南
園
祭
に
青
年
部
も
参
加
！

　

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
九

年
に
南
園
祭
を
経
験
し
ま
し
た
。

収
穫
感
謝
祭
、
農
産
物
販
売
、

一
年
間
の
学
習
活
動
の
成
果
と

し
て
、
様
々
な
研
究
成
果
の
発

表
や
文
化
活
動
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
、
農
業
高
校
ら
し
さ
は

今
も
同
じ
で
、
懐
か
し
さ
と
活

気
を
感
じ
ま
し
た
。　

　

当
時
は
、
農
産
物
品
評
会
が

大
々
的
に
行
わ
れ
、
何
を
持
っ

て
行
こ
う
か
と
悩
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
農

産
物
品
評
会
は
あ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
農
家
の
子
供
た
ち
も
少
な

く
な
り
農
物
産
を
持
ち
寄
る
こ

と
も
年
々
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
広
く
農
業
へ
の
関
わ
り

方
も
多
様
化
し
た
時
代
へ
と
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

人
は
時
代
や
環
境
の
変
化
に
適

応
し
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
農
業
教
育
か

ら
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
未
来
の
農

業
の
姿
を
創
造
し
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
ぶ
り
に
母
校
熊
本
農
業

高
校
の
南
園
祭
に
参
加
を
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
南
園
会
と

し
て
の
活
動
も
少
な
い
中
、
青

年
部
会
員
有
志
は
丹
精
込
め
て

育
て
た
農
産
物
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
販
売
の
お
手
伝
い
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の

方
の
お
か
げ
で
、
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。
今
後
も
母
校
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
活
動
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
九

年
に
南
園
祭
を
経
験
し
ま
し
た
。

収
穫
感
謝
祭
、
農
産
物
販
売
、

一
年
間
の
学
習
活
動
の
成
果
と

し
て
、
様
々
な
研
究
成
果
の
発

表
や
文
化
活
動
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
、
農
業
高
校
ら
し
さ
は

今
も
同
じ
で
、
懐
か
し
さ
と
活

気
を
感
じ
ま
し
た
。　

　

当
時
は
、
農
産
物
品
評
会
が

大
々
的
に
行
わ
れ
、
何
を
持
っ

て
行
こ
う
か
と
悩
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
農

産
物
品
評
会
は
あ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
農
家
の
子
供
た
ち
も
少
な

く
な
り
農
物
産
を
持
ち
寄
る
こ

と
も
年
々
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
広
く
農
業
へ
の
関
わ
り

方
も
多
様
化
し
た
時
代
へ
と
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

人
は
時
代
や
環
境
の
変
化
に
適

応
し
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
農
業
教
育
か

ら
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
未
来
の
農

業
の
姿
を
創
造
し
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
ぶ
り
に
母
校
熊
本
農
業

高
校
の
南
園
祭
に
参
加
を
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
南
園
会
と

し
て
の
活
動
も
少
な
い
中
、
青

年
部
会
員
有
志
は
丹
精
込
め
て

育
て
た
農
産
物
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
販
売
の
お
手
伝
い
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の

方
の
お
か
げ
で
、
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。
今
後
も
母
校
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
活
動
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
・
北
陸
大
会

　

第
七
十
三
回
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
全
国
大
会
・
北
陸
大
会
は
十

月
二
十
六
日（
水
）・
二
十
七
日（
木
）、

石
川
県
、
富
山
県
、
福
井
県
の
三

県
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
農
業
鑑
定
競
技

（
福
井
県
）
の
各
分
野
で
七
名
が

選
手
と
し
て
参
加
し
、
そ
の
う
ち

の
六
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
秋
季
代
議
員
会
、
ク

ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
に
も
そ
れ
ぞ

れ
県
連
会
長
の
太
原
杏
（
３
Ｌ
）

と
九
連
会
長
の
木
村
葵
（
３
Ｈ
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
に
控
え
る
「
第

七
十
四
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
・
熊
本
大
会
」
に
向
け
て
、

生
徒
実
施
委
員
長
の
毛
利
映
斗
君

（
２
Ａ
）
が
大
会
式
典
に
お
い
て

堂
々
と
決
意
表
明
を
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
本
校
の
部
活
動
は
、
体
育
系

が
十
六
ク
ラ
ブ
、文
化
系
が
十
三
ク
ラ
ブ
、

合
計
二
十
九
の
部
活
動
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
号
か
ら
現
役
の
部
活
動
の
活
動
状

況
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
の
今
回
は「
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
」

で
す
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
創
部

十
年
目
を
迎
え
、
現
在
部
員

十
六
名
（
三
年
生
六
名
、
二

年
生
八
名
、
一
年
生
二
名
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
経
験

者
六
割
、
初
心
者
四
割
で
経

験
者
も
高
校
か
ら
始
め
る
生

徒
も
「
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
」

を
目
標
に
日
々
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
日

は
平
日
四
日
、
休
日
一
日
を

基
本
と
し
、
県
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
一
部
リ
ー
グ
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
県

大
会
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
知
り
合
い
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
女
子

生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

熊
農
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
お

勧
め
く
だ
さ
い
！
絶
賛
、
部

員
募
集
中
で
す
！

令
和
三
年
度

令
和
四
年
度

●
県
高
校
総
体…

…
…
…

第
三
位

●
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
２
０
２
０

　
（
総
体
代
替
大
会
）

　

…
…
…
…
…
…
B
パ
ー
ト
優
勝

●
県
下
高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
…
準
優
勝

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

第74回日本学校農業クラブ全国大会令和5年度（2023年度）熊本大会開催

農業クラブ全国大会の企業協賛金のお願い

昭和47年以来、51年ぶりの熊本大会が令和5年10月24日（火）～27日
（金）に開催されます。つきましては，本大会の趣旨を御理解いただき，同
窓生の皆様に御協賛を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
協賛は、大会パンフレットに協賛広告として掲載いたします。

メールアドレス：gotoh-t-ns@mail.bears.ed.jp
096-357-8800

●Ａ4×1頁………10万円  　●Ａ4×1/2頁…５万円
●Ａ4×1/4頁…… ３万円  　●Ａ4×1/8頁…２万円
●Ａ4×1/16頁…  １万円

広
告
例

大会事務局：財務・会計主査…後藤孝仁（H13農業経済科卒）

協賛受付・お問い合わせ

（
分
野
／
農
業
）優
秀
賞

（
分
野
／
畜
産
）優
秀
賞

（
分
野
／
食
品
）優
秀
賞

（
分
野
／
農
業
土
木
）優
秀
賞

（
分
野
／
農
業
土
木
）優
秀
賞

（
分
野
／
生
活
）優
秀
賞

…
…
…

Ａ
３
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下
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一
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Ｚ
３
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古
庄　

叶
夢

…
…
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Ｆ
３
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立
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真
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…
…
…

Ｅ
３
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小
山　

拓
磨

…
…
…

Ｅ
３
年　

松
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蒼
空

…
…
…

Ｌ
３
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田
中　

玲
那

農
業
鑑
定
競
技
会

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
・
北
陸
大
会

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

第73回

開
催

・３Ａ 中山　　龍・３Ｚ 坂口いちか・３Ｌ 吉良麻奈香
・３Ｆ 上口　輝己・２Ｚ 福田　楓馬・１Ｋ 白木　敬悟

３Ａ　中山　　龍

■軽量級 ５位…………………………３Ｅ 西村　大輝
■中量級 ベスト１６…………………１Ｅ 佐藤　海心

令和4年度全国高等学校総合体育大会相撲競技（高知県）

令和４年度全国高等学校総合体育大会ボクシング競技大会
第７６回全国高等学校ボクシング選手権大会
 

第1回全日本女子ジュニアボクシング選手権大会（北海道：紋別）

■団体出場
■個人ベスト１６ ………２Ｅ 上村光太郎

令和4年度全国宇佐大会（大分県）

■ウェルター級出場…………………３H 作本　龍治
■フライ級ベスト８…………………３K 川瀨　一葉

■団体ベスト８…………………３Ｚ 井上　泰志
令和4年度国民体育大会相撲競技（栃木県）

第56回全日本高等学校馬術競技大会（団体戦）

第33回全日本高等学校馬術選手権大会（個人戦）

３Ａ 中山　　龍／ナバロン号
　・少年 スピードアンドハンディネス競技……第２位
　・少年 リレー競技………………………………第７位
　・少年 トップスコア競技………………………第４位

いちご一会とちぎ国体出場

※無差別級のみ

※先鋒　

■フェザー級ベスト８………………３H 大嶌　愛叶
■ライトウェルター級２位…………１Z 德永　弥々

　

二
〇
一
八
年
六
月
、
食
品
衛

生
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
事

に
よ
り
、
高
校
に
お
け
る
製
造

実
習
に
際
し
て
も
H
A
C
C
P

を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
食
品
工
業
科
で
も

H
A
C
C
P
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
食
品
工
業
科
は
製
造
す
る

製
品
の
種
類
が
多
い
（
小
麦
粉

な
ど
を
使
用
し
た
菓
子
や
果
実

を
加
工
し
た
ジ
ャ
ム
、乳
酸
飲
料
、

畜
肉
を
加
工
し
た
ハ
ム
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
等
）
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
製
品
に
お
い
て
H
A
C
C
P

に
基
づ
い
た
手
順
書
を
作
成
し
、

食
品
衛
生
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
対
象
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
H
A
C
C
P

に
つ
い
て
の
副
教
材
を
活
用
し
、

在
校
生
へ
の
H
A
C
C
P
に
つ

い
て
の
基
礎
的
な
学
習
も
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

HACCP導入義務化への
取り組み

Hazard Analysis & Critical 
Control Point の頭文字をとった
語句である。直訳すると「危害要因
分析重要管理点」となる。食品事故
を引き起こす要因を危害要因とし
て分析し、それをもとに製造にお
いてポイントとなる工程を重要管
理点として定め、危害要因をコン
トロールするという食品衛生管理
システムの一つである。

馬
術
部

相
撲
部

ボ
ク
シ
ン
グ
部

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

　

十
一
月
四
、
五
日
に
南
園
祭
、

収
穫
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
ク
ラ

ス
調
理
は
二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
の
雰

囲
気
は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
「
熊

農
の
秋
の
風
物
詩
」
で
す
。

　

写
真
は
、
昭
和
五
十
七
年

頃
の
状
況
と
今
年
度
開
催
の
様
子

で
す
。
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
会

食
で
ク
ラ
ス
の
結
束
力
も
高
ま
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南
園
会
副
会
長

南
園
会
副
会
長

　

日
頃
か
ら
、
母
校
・
南
園
会
の

発
展
の
為
に
ご
尽
力
賜
り
ま
た
、

女
性
部
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
女
性
と
し
て
初
め
て

の
副
会
長
と
い
う
身
に
余
る
重
責

に
大
変
恐
縮
致
し
て
お
り
ま
す
。
折
し
も
新
た
な
女
子
部
発
足
と
い
う

節
目
に
当
た
り
、
今
後
は
女
性
会
員
の
皆
様
と
心
ひ
と
つ
に
、
更
な
る

南
園
会
の
発
展
に
寄
与
で
き
ま
す
こ
と
を
願
い
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
頂

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
至
り
ま
せ
ん
が
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コロ
ナ
禍
で
の
南
園
祭
開
催

コロ
ナ
禍
で
の
南
園
祭
開
催

農
の
秋
の
風
物
詩
」

写
真
は
、
昭
和
五
十
七
年

頃
の
状
況
と
今
年
度
開
催
の
様
子

で
す
。
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
会

食
で
ク
ラ
ス
の
結
束
力
も
高
ま
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭和57年頃昭和57年頃 昭和57年頃昭和57年頃

西村　直子
昭和52年（74回）
生活科卒

み

の

り

『みのりの会』発足会
日時：令和５年2月18日（土）午前11：30
会場：ホテルキャッスル

『みのりの会』会員ご登録はこち
らのＱＲコードからお願いします。
※会費等については、会員登録後
　お知らせします。

　

今
年
度
、熊
農
女
子
卒
業
生
五
千
人
突
破

を
機
に
、先
代
熊
農
Ｏ
Ｇ
の
方
が
築
か
れ
た

〝
み
ず
ほ
会
〞
を
改
め
、南
園
会
本
会
の
中

で『
南
園
会
女
子
部
〝
み
の
り
の
会
〞
』と

し
て
活
動
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
『　

 

み
ん
な
で
仲
良
く　

 

の
ん
び
り
楽

し
く　

 

世
代
を
超
え
た
理
想
の
空
間
』を

モ
ッ
ト
ー
に
、様
々
な
分
野
に
巣
立
っ
た
卒

業
生
が
世
代
を
超
え
て
集
い
、各
々
の
知
識

や
経
験
、
情
報
を
共
有
す
る
場
を
造
り
、

個
々
の
さ
ら
な
る
成
長
の
手
助
け
と
な
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

二
年
ぶ
り
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
会
食

二
年
ぶ
り
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
会
食

南
園
祭
か
ら

　
　
時
代
の
流
れ
を
感
じ
て

南
園
祭
か
ら

　
　
時
代
の
流
れ
を
感
じ
て

　
　 

馬
原
　
俊
一

【
昭
和
五
十
九
年
（
八
十
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
科
卒
】

　
　 

馬
原
　
俊
一

【
昭
和
五
十
九
年
（
八
十
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
科
卒
】

教 

頭

一年間の学科の取り組みと
収穫物への感謝の思いを

伝えました。

女性部会『みのりの会』の活動再開を記念して発足会を開催します。
皆様のご参加をお待ちしています。

今年の南園祭にも『南園会
女子部“みのりの会”』とし
て、参加しました。

い
よ
い
よ
再
始
動

い
よ
い
よ
再
始
動

い
よ
い
よ
再
始
動

南
園
会
女
子
部

南
園
会
女
子
部

南
園
会
女
子
部

就
任
の
ご
挨
拶



（3）令和４年１２月１０日 （2）令和４年１２月１０日同 窓 会 報「南　園」 同 窓 会 報 「南　園」第　72　号 第　72　号

　就農当時は洋ランを
中心として経営していま
したが、時代の移り変わ
りとともに洋ランを減ら
し、宿根カスミソウ栽培
に転換しました。宿根カ
スミソウ栽培では、花倶
楽部に加入し勉強会や
現地検討会、市場研修

会等に積極的に参加しております。地域の先輩方と情報交
換し互いの栽培状況や経営について日々勉強の毎日です。
　今思うと、高校時代に農業機械や資格取得などもう少し
あらゆる勉強をしておけば良かったと思っています。
　今後は、最高の品質を求めるために、これまでは「経験を
重ね見て覚える」手法からそれに加えて測定センサーを導
入し、数値化し画像化することで、わかりやすく記録、分析す
ることを大切にしていきたいと思っています。また将来的には
従業員を雇用し安定的な経営を行っていきたいと思ってい
ます。

浦川　洋光さん平成18年（103回）園芸・果樹科卒

Vol.南園の若きリーダー南園の若きリーダー南園の若きリーダー 16 深水　進さん 昭和50年（72回）
農業科卒業

地域のリーダー地域のリーダー地域のリーダー
■ 株式会社 深水建設 取締役会長
■ 農事組合法人
　 加勢川アグリネットワーク 事務局長
■ 熊本市南区元三町在住

森井　　晋
一木　　靖
西森　　直
内永　敬介
松浦　幸二
吉本　数夫
赤松　良司
渡辺　英博
長尾　耕一
古田　信幸

42
47
41
38
36
46
47
39
53
45

41
41
46
42
37
44
42
38
53
42

12.0 
16.8 
15.6 
8.4 
1.2 
18.0 
16.8 
7.8 
33.6 
14.4 

71.0 
71.2 
71.4 
71.6 
71.8 
72.0 
72.2 
72.2 
72.4 
72.6 

松浦　幸二

優勝
2
3
4
5
6
7
8
9
10

優勝

順位 氏　　名 アウト イン
83
88
87
80
73
90
89
77
106
87

36 37 1.2 71.8 

 

73

グロス ネットHD

順位 氏　　名 アウト イン グロス ネットHD

ネ
ッ
ト
の
部

グ
ロ
ス
の
部

第36回

207名参加
多くの企業、団体、個人から協賛金、協賛品のご
協力頂きました。チャリティ募金の収益金
￥96,500は、南園会文化体育振興基金に寄付
いたしました。御協力ありがとうございました。

優勝者…森井　晋さん
（Ｓ36年土木卒）
優勝者…森井　晋さん
（Ｓ36年土木卒）

　

熊
本
市
の
坪
井
川
を
望
む
一

角
に
居
を
構
え
て
い
る
。そ
の
目

前
に
広
が
る
遊
水
地
一
帯
は
イ

バ
ラ
や
ク
ズ
カ
ズ
ラ
が
繁
茂
、一

面
の
ヤ
ブ
と
な
っ
て
久
し
か
っ

た
。そ
こ
で
中
野
氏
は
約
十
年
前

か
ら
一
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取

り
組
み
、ヤ
ブ
を
根
気
強
く
伐
採

し
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。中
野
氏
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
眺
め
て
い
た
地

域
の
人
達
や
九
州
農
政
局
の
元

同
僚
達
も
カ
マ
や
ク
ワ
・
ス
コ
ッ

プ
を
持
っ
て
参
加
、地
域
ぐ
る

み
、元
職
場
ぐ
る
み
で
整
備
が
進

み
ま
し
た
。

　

地
域
一
体
と
な
っ
て
開
墾
を
続

け
て
き
た
結
果
、一
帯
は
四
季

折
々
の
花
に
飾
ら
れ
環
境
整
備
が

進
み
、約
八
百
ｍ
の
堤
防
は
年
中

花
で
彩
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ま

た
新
規
に
植
栽
し
た
桜
百
本
は
、

人
の
背
丈
の
三
倍
以
上
に
伸
び
、

春
四
月
に
は
花
見
の
グ
ル
ー
プ
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。遊
水
地
は

暗
渠
排
水
工
事
を
施
し
て
芝
生
広

場
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、周
囲
の

水
路
に
は
古
代
ハ
ス
を
移
植
し
花

の
広
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら

れ
て
今
回
の「
く
ま
も
と
環
境

賞
・
地
域
貢
献
賞
」（
県
知
事
賞
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
氏（
八
十
四
歳
）は
昭
和

三
十
一
年
農
業
土
木
科
卒
、九
州

農
政
局
勤
務
を
へ
て
平
成
十
五

年
か
ら
三
期
九
年
南
園
会
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
地
元
校

区
の
坪
井
川
遊
水
地
の
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
坪
井
川
遊
水
地
の
会

を
組
織
し
そ
の
会
長
と
し
て
環

境
美
化
と
水
資
源
の
保
全
活
動

に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

熊
農
南
園
会
の

    

元
会
長 

中
野
正
一
氏

就
任
挨
拶

【
昭
和
六
十
一
年
（
第
八
十
三
回
）
畜
産
科
卒
】

参
議
院
議
員
　
藤
木
　
眞
也

　
令
和
四
年
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
二
期
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
た

本
校
O
B
で
あ
る
藤
木
議
員
か
ら
、皆
様
に
ご
挨
拶
が
届
き
ま
し
た
。

　
藤
木
議
員
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
第
二
次
岸
田
改
造

内
閣
に
お
い
て
、二
〇
一
九
年

の
就
任
に
続
き
、二
度
目
の
農

林
水
産
大
臣
政
務
官
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。農
業
を
め
ぐ
る

環
境
は
厳
し
い
課
題
が
山
積
し

て
い
る
な
か
、農
家
・
農
業
の
未

来
づ
く
り
の
た
め
、食
料
安
全

保
障
の
強
化
、災
害
対
策
、肥

料
・
飼
料
高
騰
対
策
な
ど
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 　

初
代
校
長
、
河
村
九
淵
先
生

の
「
其
手
足
を
低
き
地
に
働
か

し
、
心
を
高
き
天
に
置
け
よ
」

の
遺
訓
を
肝
に
銘
じ
十
九
歳
で

就
農
し
て
以
来
、
三
十
年
間
一

貫
し
て
生
産
現
場
で
農
業
と
向

き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私

の
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
農
家
の

声
を
国
政
に
！
」
は
、
そ
う
し

た
現
場
感
を
政
策
立
案
に
反
映

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
持
続

可
能
な
食
・
地
域
・
農
業
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
に
出

向
き
な
が
ら
農
家
の
方
々
と
共

に
、
よ
り
よ
い
農
業
環
境
を
作

り
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
母
校
、
熊
本
農
業

高
等
学
校
の
益
々
の
発
展
と
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
御
活

躍
と
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

南園会ゴルフ大会成績南園会ゴルフ大会成績

大
関 

正
代 

昇
進
祝
賀
会

大
関 

正
代 

昇
進
祝
賀
会

大
関 

正
代 

昇
進
祝
賀
会
　
　
　
　 

園
田
　
髙
信

【
昭
和
四
十
五
年
（
六
十
七
回
）
農
業
科
卒
】

南
園
会
会
長

■ 令和3年度熊本県花卉品評会農林大臣賞受賞
■ 平成18年、園芸果樹科を卒業し東京農大短期大学部に進学。
大学卒業後は、山梨県にある種苗会社で洋ランの研修を2年受
け、実家がある宇城市三角町戸馳で就農。

　S50年卒業後、家業である農業に従事しました。専業農家
から兼業農家へと移行し、建設業に従事していた時に起業の
チャンスに恵まれ、昭和59年に深水建設を創業しました。現
在は株式会社深水建設として事業に取り組んでいます。
　当時熊本市では下水道工事が多く施工されており、その推進
工事に付帯する立坑築造工事に特化し、現在に至っています。
　地元元三町の農家の後継者問題等から離農される方が多
く、地元の農地を守ろうと、「農事組合法人　加勢川アグリネッ
ト」を設立しました。新規就農する若者と共に活動しています。
現在は基盤整備事業が着工し、農地面積８５haの工事を進
めています。
　工事区間は元三町・木部町になり、８５haの農地を有効活
用出来るように水稲を中心に、裏作として麦・大麦若葉・ジャ
ガイモ・ほうれん草等を模索しています。又ハウス栽培でナス
やピーマンを作る後継者もいて、今後基盤整備後の地域後継
者の活躍を期待しています。我が家では水稲を１３ha作付けし
ています。
　今後は地元農業の発展に貢献できればと地域の後継者と
共に活動しています。

定
期
管
理
実
施

　

令
和
四
年
八
月
五
日
（
土
）
に

菊
池
郡
大
津
町
古
城
に
あ
る
「
南

園
の
森
」
下
草
刈
り
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
九
時
か
ら
（
一
社
）

南
園
役
員
七
名
、
同
窓
教
職
員
六

名
、
熊
本
農
業
高
校
生
徒
二
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
南
園
の
境
理
事
長
か

ら
熊
農
生
へ
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
作
業
上
の
注
意
、
役
割
分
担

を
し
、
下
草
刈
り
、
か
ず
ら
取
り
、

下
枝
切
り
、
倒
木
の
処
理
な
ど
の

作
業
に
移
り
ま
し
た
。
山
で
の
作

業
に
慣
れ
て
い
な
い
生
徒
も
多
く
、

始
め
は
な
か
な
か
効
率
よ
く
作
業
を
行
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
協
力
し
て
生
徒
も
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
山
の
役
割
や
、

自
分
た
ち
が
行
っ
た
下
草
刈
り
や
か
ず
ら
取
り
、
下
枝
き
り

等
を
行
う
理
由
を
知
り
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
年
ぶ
り
に
南
園
土
木
会
総
会
・
懇
親
会
が

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
三
十
六
名
の
卒
業
生
が
参
加
し
、
現
在
の

教
育
活
動
に
つ
い
て
本
校
校
長
と
本
校
の
同
窓

職
員
が
挨
拶
を
兼
ね
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

公
務
員
、
民
間
企
業
、
自
営
業
な
ど
の
卒
業

生
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、「
卒
業
生
を
是
非
う

ち
に
く
だ
さ
い
。」
と
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
校
生
徒
が
希
望
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
現
場
実
習
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
多
く
の

生
徒
を
色
々
な
職
場
に
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

南
園
の
森

開 

催総会・懇親会
南園土木会
総会・懇親会
南園土木会

　

大
関
正
代
の
昇
進
披
露
祝
賀
会
が
、
十
月
二
十
三
日
東
京
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
十
一
月
場
所
に
大
関
昇
進
以
来
約
二
年
が
経
ち
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
下
火
傾
向
と
な
り
規
制
が
緩
和
さ
れ

た
為
よ
う
や
く
本
会
の
開
催
が
か
な
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
八
角

理
事
長
は
じ
め
日
本
相
撲
協
会
や
出
身
の
東
京
農
大
関
係
者
、
熊

本
県
か
ら
は
元
松
宇
土
市
長
や
相
撲
関
係
者
等
約
四
〇
〇
名
が
出

席
し
昇
進
を
祝
い
ま
し
た
。
南
園
会
も
鏡
開
き
用
の
御
樽(
地
元

瑞
鷹)

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
八
角
理
事
長
は
挨
拶
で
、
大
関

の
地
位
に
つ
い
て
触
れ
、
厳
し
く
も
温
か
い
激
励
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
正
代
関
は
、
出
席
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
。「
応

援
が
力
に
な
る
、
こ
こ
で
一
旦
元
気
を
充
電
し
た
い
。
ご
当
地
場

所
で
あ
る
九
州
場
所
は
優
勝
争
い
を
引
っ
張
り
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祝
宴
は
、
そ
の
後
初
優
勝
や
大
関
昇
進
時
の
ビ
デ
オ
放
映
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、東
京
農
大
の
応
援
団
が
エ
ー
ル
を
送
り
、

会
の
進
行
を
務
め
て
い
た
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
藤
井
氏
は

正
代
関
が
大
関
昇
進
時
に
使
用
し
た
「
至
誠
一
貫
」
を
解
説
し
な

が
ら
会
を
上
手
く
総
括
し
て
、
盛
会
裡
に
終
え
ま
し
た
。　

前列左1人目…園田会長、前列左3人目…正代関
後列左3人目、4人目…時津風（土佐豊）親方ご夫妻
後列右1人目…鶴田元校長

前列左1人目…園田会長、前列左3人目…正代関
後列左3人目、4人目…時津風（土佐豊）親方ご夫妻
後列右1人目…鶴田元校長 農

林
水
産
大
臣
政
務
官

　

こ
の
度
、
熊
農
南
園
剣
道
部

O
B
会
の
会
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
後
藤
義
文
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
き
ま
し
て
、
各
種
団
体
方
面
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
ご

苦
労
は
何
か
と
日
々
の
暮
ら
し
を

妨
げ
て
い
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
様
な
中
に
も
、
私
た
ち

O
B
会
は
三
年
ぶ
り
に
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
も
偏
に
、
O
B
会
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
現
在
、

熊
農
剣
道
部
は
廣
田
先
生
の
ご
指

導
に
よ
り
充
実
し
た
部
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
部
活
動

は
保
護
者
の
協
力
な
し
に
は
成
り

立
た
な
い
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

O
B
会
と
し
て
少
な
か
ら
ず
お
力

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

O
B
会
は
、
年
に
一
度
の
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
南
園
会
の
一
員
と

し
て
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
等
々
の
交
流
会
は
、
貴
重
な
情

報
交
換
の
場
で
あ
り
有
意
義
な
ひ

と
時
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
若

い
世
代
の
方
々
に
多
く
の
参
加
を

募
り
、
こ
の
会
が
益
々
発
展
し
て

行
く
よ
う
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

後藤　義文
昭和53年（75回）
農業科卒

剣
道
部
O
B
会 

３
年
ぶ
り
開
催

総
会
に
お
い
て
会
長
に
就
任
さ
れ
た
「
後
藤 

義
文
」
氏
よ
り
、

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

令和4年9月30日（金）開催
くまもと城南カントリークラブ
令和4年9月30日（金）開催
くまもと城南カントリークラブ

●
ニ
ヤ
ピ
ン
賞…

坂
田
　
達
哉
　
太
田
黒
恭
佑

　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
誠
一

●
ド
ラ
コ
ン
賞…

青
木
　
　
繁 

 

【
昭
和
四
十
二
年

 

（
六
十
四
回
）
園
芸
科
B
卒
】

田
尻
　
隆
広 

氏

叙
勲
受
賞

瑞
宝
双
光
章

菊
陽
町
長 

当
選

、

【
昭

（ 田菊
おめでとうございます。おめでとうございます。

吉
本
　
孝
寿 
氏
　

【
昭
和
六
十
年

　（
八
十
二
回
）
園
芸
科
卒
】

令和4年秋 



（3）令和４年１２月１０日 （2）令和４年１２月１０日同 窓 会 報「南　園」 同 窓 会 報 「南　園」第　72　号 第　72　号

　就農当時は洋ランを
中心として経営していま
したが、時代の移り変わ
りとともに洋ランを減ら
し、宿根カスミソウ栽培
に転換しました。宿根カ
スミソウ栽培では、花倶
楽部に加入し勉強会や
現地検討会、市場研修

会等に積極的に参加しております。地域の先輩方と情報交
換し互いの栽培状況や経営について日々勉強の毎日です。
　今思うと、高校時代に農業機械や資格取得などもう少し
あらゆる勉強をしておけば良かったと思っています。
　今後は、最高の品質を求めるために、これまでは「経験を
重ね見て覚える」手法からそれに加えて測定センサーを導
入し、数値化し画像化することで、わかりやすく記録、分析す
ることを大切にしていきたいと思っています。また将来的には
従業員を雇用し安定的な経営を行っていきたいと思ってい
ます。

浦川　洋光さん平成18年（103回）園芸・果樹科卒

Vol.南園の若きリーダー南園の若きリーダー南園の若きリーダー 16 深水　進さん 昭和50年（72回）
農業科卒業

地域のリーダー地域のリーダー地域のリーダー
■ 株式会社 深水建設 取締役会長
■ 農事組合法人
　 加勢川アグリネットワーク 事務局長
■ 熊本市南区元三町在住

森井　　晋
一木　　靖
西森　　直
内永　敬介
松浦　幸二
吉本　数夫
赤松　良司
渡辺　英博
長尾　耕一
古田　信幸

42
47
41
38
36
46
47
39
53
45

41
41
46
42
37
44
42
38
53
42

12.0 
16.8 
15.6 
8.4 
1.2 
18.0 
16.8 
7.8 
33.6 
14.4 

71.0 
71.2 
71.4 
71.6 
71.8 
72.0 
72.2 
72.2 
72.4 
72.6 

松浦　幸二

優勝
2
3
4
5
6
7
8
9
10

優勝

順位 氏　　名 アウト イン
83
88
87
80
73
90
89
77
106
87

36 37 1.2 71.8 

 

73

グロス ネットHD

順位 氏　　名 アウト イン グロス ネットHD

ネ
ッ
ト
の
部

グ
ロ
ス
の
部

第36回

207名参加
多くの企業、団体、個人から協賛金、協賛品のご
協力頂きました。チャリティ募金の収益金
￥96,500は、南園会文化体育振興基金に寄付
いたしました。御協力ありがとうございました。

優勝者…森井　晋さん
（Ｓ36年土木卒）
優勝者…森井　晋さん
（Ｓ36年土木卒）

　

熊
本
市
の
坪
井
川
を
望
む
一

角
に
居
を
構
え
て
い
る
。そ
の
目

前
に
広
が
る
遊
水
地
一
帯
は
イ

バ
ラ
や
ク
ズ
カ
ズ
ラ
が
繁
茂
、一

面
の
ヤ
ブ
と
な
っ
て
久
し
か
っ

た
。そ
こ
で
中
野
氏
は
約
十
年
前

か
ら
一
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取

り
組
み
、ヤ
ブ
を
根
気
強
く
伐
採

し
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。中
野
氏
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
眺
め
て
い
た
地

域
の
人
達
や
九
州
農
政
局
の
元

同
僚
達
も
カ
マ
や
ク
ワ
・
ス
コ
ッ

プ
を
持
っ
て
参
加
、地
域
ぐ
る

み
、元
職
場
ぐ
る
み
で
整
備
が
進

み
ま
し
た
。

　

地
域
一
体
と
な
っ
て
開
墾
を
続

け
て
き
た
結
果
、一
帯
は
四
季

折
々
の
花
に
飾
ら
れ
環
境
整
備
が

進
み
、約
八
百
ｍ
の
堤
防
は
年
中

花
で
彩
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、ま

た
新
規
に
植
栽
し
た
桜
百
本
は
、

人
の
背
丈
の
三
倍
以
上
に
伸
び
、

春
四
月
に
は
花
見
の
グ
ル
ー
プ
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。遊
水
地
は

暗
渠
排
水
工
事
を
施
し
て
芝
生
広

場
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、周
囲
の

水
路
に
は
古
代
ハ
ス
を
移
植
し
花

の
広
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら

れ
て
今
回
の「
く
ま
も
と
環
境

賞
・
地
域
貢
献
賞
」（
県
知
事
賞
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
氏（
八
十
四
歳
）は
昭
和

三
十
一
年
農
業
土
木
科
卒
、九
州

農
政
局
勤
務
を
へ
て
平
成
十
五

年
か
ら
三
期
九
年
南
園
会
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
地
元
校

区
の
坪
井
川
遊
水
地
の
会
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
坪
井
川
遊
水
地
の
会

を
組
織
し
そ
の
会
長
と
し
て
環

境
美
化
と
水
資
源
の
保
全
活
動

に
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

熊
農
南
園
会
の

    

元
会
長 

中
野
正
一
氏

就
任
挨
拶

【
昭
和
六
十
一
年
（
第
八
十
三
回
）
畜
産
科
卒
】

参
議
院
議
員
　
藤
木
　
眞
也

　
令
和
四
年
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
二
期
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
た

本
校
O
B
で
あ
る
藤
木
議
員
か
ら
、皆
様
に
ご
挨
拶
が
届
き
ま
し
た
。

　
藤
木
議
員
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
第
二
次
岸
田
改
造

内
閣
に
お
い
て
、二
〇
一
九
年

の
就
任
に
続
き
、二
度
目
の
農

林
水
産
大
臣
政
務
官
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。農
業
を
め
ぐ
る

環
境
は
厳
し
い
課
題
が
山
積
し

て
い
る
な
か
、農
家
・
農
業
の
未

来
づ
く
り
の
た
め
、食
料
安
全

保
障
の
強
化
、災
害
対
策
、肥

料
・
飼
料
高
騰
対
策
な
ど
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 　

初
代
校
長
、
河
村
九
淵
先
生

の
「
其
手
足
を
低
き
地
に
働
か

し
、
心
を
高
き
天
に
置
け
よ
」

の
遺
訓
を
肝
に
銘
じ
十
九
歳
で

就
農
し
て
以
来
、
三
十
年
間
一

貫
し
て
生
産
現
場
で
農
業
と
向

き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私

の
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
農
家
の

声
を
国
政
に
！
」
は
、
そ
う
し

た
現
場
感
を
政
策
立
案
に
反
映

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
持
続

可
能
な
食
・
地
域
・
農
業
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
に
出

向
き
な
が
ら
農
家
の
方
々
と
共

に
、
よ
り
よ
い
農
業
環
境
を
作

り
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
母
校
、
熊
本
農
業

高
等
学
校
の
益
々
の
発
展
と
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
御
活

躍
と
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

南園会ゴルフ大会成績南園会ゴルフ大会成績

大
関 

正
代 

昇
進
祝
賀
会

大
関 

正
代 

昇
進
祝
賀
会

大
関 

正
代 

昇
進
祝
賀
会
　
　
　
　 

園
田
　
髙
信

【
昭
和
四
十
五
年
（
六
十
七
回
）
農
業
科
卒
】

南
園
会
会
長

■ 令和3年度熊本県花卉品評会農林大臣賞受賞
■ 平成18年、園芸果樹科を卒業し東京農大短期大学部に進学。
大学卒業後は、山梨県にある種苗会社で洋ランの研修を2年受
け、実家がある宇城市三角町戸馳で就農。

　S50年卒業後、家業である農業に従事しました。専業農家
から兼業農家へと移行し、建設業に従事していた時に起業の
チャンスに恵まれ、昭和59年に深水建設を創業しました。現
在は株式会社深水建設として事業に取り組んでいます。
　当時熊本市では下水道工事が多く施工されており、その推進
工事に付帯する立坑築造工事に特化し、現在に至っています。
　地元元三町の農家の後継者問題等から離農される方が多
く、地元の農地を守ろうと、「農事組合法人　加勢川アグリネッ
ト」を設立しました。新規就農する若者と共に活動しています。
現在は基盤整備事業が着工し、農地面積８５haの工事を進
めています。
　工事区間は元三町・木部町になり、８５haの農地を有効活
用出来るように水稲を中心に、裏作として麦・大麦若葉・ジャ
ガイモ・ほうれん草等を模索しています。又ハウス栽培でナス
やピーマンを作る後継者もいて、今後基盤整備後の地域後継
者の活躍を期待しています。我が家では水稲を１３ha作付けし
ています。
　今後は地元農業の発展に貢献できればと地域の後継者と
共に活動しています。

定
期
管
理
実
施

　

令
和
四
年
八
月
五
日
（
土
）
に

菊
池
郡
大
津
町
古
城
に
あ
る
「
南

園
の
森
」
下
草
刈
り
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
九
時
か
ら
（
一
社
）

南
園
役
員
七
名
、
同
窓
教
職
員
六

名
、
熊
本
農
業
高
校
生
徒
二
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
南
園
の
境
理
事
長
か

ら
熊
農
生
へ
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
作
業
上
の
注
意
、
役
割
分
担

を
し
、
下
草
刈
り
、
か
ず
ら
取
り
、

下
枝
切
り
、
倒
木
の
処
理
な
ど
の

作
業
に
移
り
ま
し
た
。
山
で
の
作

業
に
慣
れ
て
い
な
い
生
徒
も
多
く
、

始
め
は
な
か
な
か
効
率
よ
く
作
業
を
行
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
協
力
し
て
生
徒
も
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
山
の
役
割
や
、

自
分
た
ち
が
行
っ
た
下
草
刈
り
や
か
ず
ら
取
り
、
下
枝
き
り

等
を
行
う
理
由
を
知
り
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
年
ぶ
り
に
南
園
土
木
会
総
会
・
懇
親
会
が

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
三
十
六
名
の
卒
業
生
が
参
加
し
、
現
在
の

教
育
活
動
に
つ
い
て
本
校
校
長
と
本
校
の
同
窓

職
員
が
挨
拶
を
兼
ね
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

公
務
員
、
民
間
企
業
、
自
営
業
な
ど
の
卒
業

生
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、「
卒
業
生
を
是
非
う

ち
に
く
だ
さ
い
。」
と
声
掛
け
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
校
生
徒
が
希
望
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
現
場
実
習
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
多
く
の

生
徒
を
色
々
な
職
場
に
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

南
園
の
森

開 

催総会・懇親会
南園土木会
総会・懇親会
南園土木会

　

大
関
正
代
の
昇
進
披
露
祝
賀
会
が
、
十
月
二
十
三
日
東
京
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
十
一
月
場
所
に
大
関
昇
進
以
来
約
二
年
が
経
ち
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
下
火
傾
向
と
な
り
規
制
が
緩
和
さ
れ

た
為
よ
う
や
く
本
会
の
開
催
が
か
な
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
八
角

理
事
長
は
じ
め
日
本
相
撲
協
会
や
出
身
の
東
京
農
大
関
係
者
、
熊

本
県
か
ら
は
元
松
宇
土
市
長
や
相
撲
関
係
者
等
約
四
〇
〇
名
が
出

席
し
昇
進
を
祝
い
ま
し
た
。
南
園
会
も
鏡
開
き
用
の
御
樽(

地
元

瑞
鷹)

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
八
角
理
事
長
は
挨
拶
で
、
大
関

の
地
位
に
つ
い
て
触
れ
、
厳
し
く
も
温
か
い
激
励
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
正
代
関
は
、
出
席
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
。「
応

援
が
力
に
な
る
、
こ
こ
で
一
旦
元
気
を
充
電
し
た
い
。
ご
当
地
場

所
で
あ
る
九
州
場
所
は
優
勝
争
い
を
引
っ
張
り
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祝
宴
は
、
そ
の
後
初
優
勝
や
大
関
昇
進
時
の
ビ
デ
オ
放
映
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、東
京
農
大
の
応
援
団
が
エ
ー
ル
を
送
り
、

会
の
進
行
を
務
め
て
い
た
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
藤
井
氏
は

正
代
関
が
大
関
昇
進
時
に
使
用
し
た
「
至
誠
一
貫
」
を
解
説
し
な

が
ら
会
を
上
手
く
総
括
し
て
、
盛
会
裡
に
終
え
ま
し
た
。　

前列左1人目…園田会長、前列左3人目…正代関
後列左3人目、4人目…時津風（土佐豊）親方ご夫妻
後列右1人目…鶴田元校長

前列左1人目…園田会長、前列左3人目…正代関
後列左3人目、4人目…時津風（土佐豊）親方ご夫妻
後列右1人目…鶴田元校長 農

林
水
産
大
臣
政
務
官

　

こ
の
度
、
熊
農
南
園
剣
道
部

O
B
会
の
会
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
後
藤
義
文
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
き
ま
し
て
、
各
種
団
体
方
面
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
ご

苦
労
は
何
か
と
日
々
の
暮
ら
し
を

妨
げ
て
い
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
様
な
中
に
も
、
私
た
ち

O
B
会
は
三
年
ぶ
り
に
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
も
偏
に
、
O
B
会
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
現
在
、

熊
農
剣
道
部
は
廣
田
先
生
の
ご
指

導
に
よ
り
充
実
し
た
部
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
部
活
動

は
保
護
者
の
協
力
な
し
に
は
成
り

立
た
な
い
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

O
B
会
と
し
て
少
な
か
ら
ず
お
力

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

O
B
会
は
、
年
に
一
度
の
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
南
園
会
の
一
員
と

し
て
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
等
々
の
交
流
会
は
、
貴
重
な
情

報
交
換
の
場
で
あ
り
有
意
義
な
ひ

と
時
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
若

い
世
代
の
方
々
に
多
く
の
参
加
を

募
り
、
こ
の
会
が
益
々
発
展
し
て

行
く
よ
う
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

後藤　義文
昭和53年（75回）
農業科卒

剣
道
部
O
B
会 

３
年
ぶ
り
開
催

総
会
に
お
い
て
会
長
に
就
任
さ
れ
た
「
後
藤 

義
文
」
氏
よ
り
、

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

令和4年9月30日（金）開催
くまもと城南カントリークラブ
令和4年9月30日（金）開催
くまもと城南カントリークラブ

●
ニ
ヤ
ピ
ン
賞…

坂
田
　
達
哉
　
太
田
黒
恭
佑

　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
誠
一

●
ド
ラ
コ
ン
賞…

青
木
　
　
繁 

 

【
昭
和
四
十
二
年

 

（
六
十
四
回
）
園
芸
科
B
卒
】

田
尻
　
隆
広 

氏

叙
勲
受
賞

瑞
宝
双
光
章

菊
陽
町
長 

当
選

、

【
昭

（ 田菊
おめでとうございます。おめでとうございます。

吉
本
　
孝
寿 

氏
　

【
昭
和
六
十
年

　（
八
十
二
回
）
園
芸
科
卒
】

令和4年秋 
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南 園 会

（1）令和４年１２月１０日 （4）令和４年１２月１０日同 窓 会 報「南　園」 同 窓 会 報 「南　園」第　72　号

第 72 号

第　72　号

同
窓
会
報

同
窓
会
報

南
園
祭
に
青
年
部
も
参
加
！

　

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
九

年
に
南
園
祭
を
経
験
し
ま
し
た
。

収
穫
感
謝
祭
、
農
産
物
販
売
、

一
年
間
の
学
習
活
動
の
成
果
と

し
て
、
様
々
な
研
究
成
果
の
発

表
や
文
化
活
動
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
、
農
業
高
校
ら
し
さ
は

今
も
同
じ
で
、
懐
か
し
さ
と
活

気
を
感
じ
ま
し
た
。　

　

当
時
は
、
農
産
物
品
評
会
が

大
々
的
に
行
わ
れ
、
何
を
持
っ

て
行
こ
う
か
と
悩
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
農

産
物
品
評
会
は
あ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
農
家
の
子
供
た
ち
も
少
な

く
な
り
農
物
産
を
持
ち
寄
る
こ

と
も
年
々
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
広
く
農
業
へ
の
関
わ
り

方
も
多
様
化
し
た
時
代
へ
と
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

人
は
時
代
や
環
境
の
変
化
に
適

応
し
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
農
業
教
育
か

ら
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
未
来
の
農

業
の
姿
を
創
造
し
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
ぶ
り
に
母
校
熊
本
農
業

高
校
の
南
園
祭
に
参
加
を
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
南
園
会
と

し
て
の
活
動
も
少
な
い
中
、
青

年
部
会
員
有
志
は
丹
精
込
め
て

育
て
た
農
産
物
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
販
売
の
お
手
伝
い
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の

方
の
お
か
げ
で
、
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。
今
後
も
母
校
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
活
動
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
九

年
に
南
園
祭
を
経
験
し
ま
し
た
。

収
穫
感
謝
祭
、
農
産
物
販
売
、

一
年
間
の
学
習
活
動
の
成
果
と

し
て
、
様
々
な
研
究
成
果
の
発

表
や
文
化
活
動
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
、
農
業
高
校
ら
し
さ
は

今
も
同
じ
で
、
懐
か
し
さ
と
活

気
を
感
じ
ま
し
た
。　

　

当
時
は
、
農
産
物
品
評
会
が

大
々
的
に
行
わ
れ
、
何
を
持
っ

て
行
こ
う
か
と
悩
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
農

産
物
品
評
会
は
あ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
農
家
の
子
供
た
ち
も
少
な

く
な
り
農
物
産
を
持
ち
寄
る
こ

と
も
年
々
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
広
く
農
業
へ
の
関
わ
り

方
も
多
様
化
し
た
時
代
へ
と
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

人
は
時
代
や
環
境
の
変
化
に
適

応
し
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
農
業
教
育
か

ら
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
未
来
の
農

業
の
姿
を
創
造
し
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
ぶ
り
に
母
校
熊
本
農
業

高
校
の
南
園
祭
に
参
加
を
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
南
園
会
と

し
て
の
活
動
も
少
な
い
中
、
青

年
部
会
員
有
志
は
丹
精
込
め
て

育
て
た
農
産
物
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
販
売
の
お
手
伝
い
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
会
員
の

方
の
お
か
げ
で
、
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。
今
後
も
母
校
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
活
動
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
・
北
陸
大
会

　

第
七
十
三
回
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
全
国
大
会
・
北
陸
大
会
は
十

月
二
十
六
日（
水
）・
二
十
七
日（
木
）、

石
川
県
、
富
山
県
、
福
井
県
の
三

県
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
農
業
鑑
定
競
技

（
福
井
県
）
の
各
分
野
で
七
名
が

選
手
と
し
て
参
加
し
、
そ
の
う
ち

の
六
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
秋
季
代
議
員
会
、
ク

ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
に
も
そ
れ
ぞ

れ
県
連
会
長
の
太
原
杏
（
３
Ｌ
）

と
九
連
会
長
の
木
村
葵
（
３
Ｈ
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
に
控
え
る
「
第

七
十
四
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
・
熊
本
大
会
」
に
向
け
て
、

生
徒
実
施
委
員
長
の
毛
利
映
斗
君

（
２
Ａ
）
が
大
会
式
典
に
お
い
て

堂
々
と
決
意
表
明
を
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
本
校
の
部
活
動
は
、
体
育
系

が
十
六
ク
ラ
ブ
、文
化
系
が
十
三
ク
ラ
ブ
、

合
計
二
十
九
の
部
活
動
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
号
か
ら
現
役
の
部
活
動
の
活
動
状

況
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
回
の
今
回
は「
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
」

で
す
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
創
部

十
年
目
を
迎
え
、
現
在
部
員

十
六
名
（
三
年
生
六
名
、
二

年
生
八
名
、
一
年
生
二
名
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
経
験

者
六
割
、
初
心
者
四
割
で
経

験
者
も
高
校
か
ら
始
め
る
生

徒
も
「
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
」

を
目
標
に
日
々
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
日

は
平
日
四
日
、
休
日
一
日
を

基
本
と
し
、
県
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
一
部
リ
ー
グ
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
県

大
会
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
知
り
合
い
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
女
子

生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

熊
農
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
お

勧
め
く
だ
さ
い
！
絶
賛
、
部

員
募
集
中
で
す
！

令
和
三
年
度

令
和
四
年
度

●
県
高
校
総
体…

…
…
…

第
三
位

●
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
２
０
２
０

　
（
総
体
代
替
大
会
）

　

…
…
…
…
…
…
B
パ
ー
ト
優
勝

●
県
下
高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
…
準
優
勝

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

第74回日本学校農業クラブ全国大会令和5年度（2023年度）熊本大会開催

農業クラブ全国大会の企業協賛金のお願い

昭和47年以来、51年ぶりの熊本大会が令和5年10月24日（火）～27日
（金）に開催されます。つきましては，本大会の趣旨を御理解いただき，同
窓生の皆様に御協賛を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
協賛は、大会パンフレットに協賛広告として掲載いたします。

メールアドレス：gotoh-t-ns@mail.bears.ed.jp
096-357-8800

●Ａ4×1頁………10万円  　●Ａ4×1/2頁…５万円
●Ａ4×1/4頁…… ３万円  　●Ａ4×1/8頁…２万円
●Ａ4×1/16頁…  １万円

広
告
例

大会事務局：財務・会計主査…後藤孝仁（H13農業経済科卒）

協賛受付・お問い合わせ

（
分
野
／
農
業
）優
秀
賞

（
分
野
／
畜
産
）優
秀
賞

（
分
野
／
食
品
）優
秀
賞

（
分
野
／
農
業
土
木
）優
秀
賞

（
分
野
／
農
業
土
木
）優
秀
賞

（
分
野
／
生
活
）優
秀
賞

…
…
…

Ａ
３
年　

下
田　

一
輝

…
…
…

Ｚ
３
年　

古
庄　

叶
夢

…
…
…

Ｆ
３
年　

立
山　

真
圭

…
…
…

Ｅ
３
年　

小
山　

拓
磨

…
…
…

Ｅ
３
年　

松
永　

蒼
空

…
…
…

Ｌ
３
年　

田
中　

玲
那

農
業
鑑
定
競
技
会

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
・
北
陸
大
会

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

第73回

開
催

・３Ａ 中山　　龍・３Ｚ 坂口いちか・３Ｌ 吉良麻奈香
・３Ｆ 上口　輝己・２Ｚ 福田　楓馬・１Ｋ 白木　敬悟

３Ａ　中山　　龍

■軽量級 ５位…………………………３Ｅ 西村　大輝
■中量級 ベスト１６…………………１Ｅ 佐藤　海心

令和4年度全国高等学校総合体育大会相撲競技（高知県）

令和４年度全国高等学校総合体育大会ボクシング競技大会
第７６回全国高等学校ボクシング選手権大会
 

第1回全日本女子ジュニアボクシング選手権大会（北海道：紋別）

■団体出場
■個人ベスト１６ ………２Ｅ 上村光太郎

令和4年度全国宇佐大会（大分県）

■ウェルター級出場…………………３H 作本　龍治
■フライ級ベスト８…………………３K 川瀨　一葉

■団体ベスト８…………………３Ｚ 井上　泰志
令和4年度国民体育大会相撲競技（栃木県）

第56回全日本高等学校馬術競技大会（団体戦）

第33回全日本高等学校馬術選手権大会（個人戦）

３Ａ 中山　　龍／ナバロン号
　・少年 スピードアンドハンディネス競技……第２位
　・少年 リレー競技………………………………第７位
　・少年 トップスコア競技………………………第４位

いちご一会とちぎ国体出場

※無差別級のみ

※先鋒　

■フェザー級ベスト８………………３H 大嶌　愛叶
■ライトウェルター級２位…………１Z 德永　弥々

　

二
〇
一
八
年
六
月
、
食
品
衛

生
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
事

に
よ
り
、
高
校
に
お
け
る
製
造

実
習
に
際
し
て
も
H
A
C
C
P

を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
食
品
工
業
科
で
も

H
A
C
C
P
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
食
品
工
業
科
は
製
造
す
る

製
品
の
種
類
が
多
い
（
小
麦
粉

な
ど
を
使
用
し
た
菓
子
や
果
実

を
加
工
し
た
ジ
ャ
ム
、乳
酸
飲
料
、

畜
肉
を
加
工
し
た
ハ
ム
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
等
）
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
製
品
に
お
い
て
H
A
C
C
P

に
基
づ
い
た
手
順
書
を
作
成
し
、

食
品
衛
生
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
対
象
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
H
A
C
C
P

に
つ
い
て
の
副
教
材
を
活
用
し
、

在
校
生
へ
の
H
A
C
C
P
に
つ

い
て
の
基
礎
的
な
学
習
も
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

HACCP導入義務化への
取り組み

Hazard Analysis & Critical 
Control Point の頭文字をとった
語句である。直訳すると「危害要因
分析重要管理点」となる。食品事故
を引き起こす要因を危害要因とし
て分析し、それをもとに製造にお
いてポイントとなる工程を重要管
理点として定め、危害要因をコン
トロールするという食品衛生管理
システムの一つである。

馬
術
部

相
撲
部

ボ
ク
シ
ン
グ
部

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

　

十
一
月
四
、
五
日
に
南
園
祭
、

収
穫
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
ク
ラ

ス
調
理
は
二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
の
雰

囲
気
は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
「
熊

農
の
秋
の
風
物
詩
」
で
す
。

　

写
真
は
、
昭
和
五
十
七
年

頃
の
状
況
と
今
年
度
開
催
の
様
子

で
す
。
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
会

食
で
ク
ラ
ス
の
結
束
力
も
高
ま
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南
園
会
副
会
長

南
園
会
副
会
長

　

日
頃
か
ら
、
母
校
・
南
園
会
の

発
展
の
為
に
ご
尽
力
賜
り
ま
た
、

女
性
部
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
女
性
と
し
て
初
め
て

の
副
会
長
と
い
う
身
に
余
る
重
責

に
大
変
恐
縮
致
し
て
お
り
ま
す
。
折
し
も
新
た
な
女
子
部
発
足
と
い
う

節
目
に
当
た
り
、
今
後
は
女
性
会
員
の
皆
様
と
心
ひ
と
つ
に
、
更
な
る

南
園
会
の
発
展
に
寄
与
で
き
ま
す
こ
と
を
願
い
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
頂

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
至
り
ま
せ
ん
が
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コロ
ナ
禍
で
の
南
園
祭
開
催

コロ
ナ
禍
で
の
南
園
祭
開
催

農
の
秋
の
風
物
詩
」

写
真
は
、
昭
和
五
十
七
年

頃
の
状
況
と
今
年
度
開
催
の
様
子

で
す
。
こ
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
会

食
で
ク
ラ
ス
の
結
束
力
も
高
ま
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭和57年頃昭和57年頃 昭和57年頃昭和57年頃

西村　直子
昭和52年（74回）
生活科卒

み

の

り

『みのりの会』発足会
日時：令和５年2月18日（土）午前11：30
会場：ホテルキャッスル

『みのりの会』会員ご登録はこち
らのＱＲコードからお願いします。
※会費等については、会員登録後
　お知らせします。

　

今
年
度
、熊
農
女
子
卒
業
生
五
千
人
突
破

を
機
に
、先
代
熊
農
Ｏ
Ｇ
の
方
が
築
か
れ
た

〝
み
ず
ほ
会
〞
を
改
め
、南
園
会
本
会
の
中

で『
南
園
会
女
子
部
〝
み
の
り
の
会
〞
』と

し
て
活
動
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
『　

 

み
ん
な
で
仲
良
く　

 

の
ん
び
り
楽

し
く　

 

世
代
を
超
え
た
理
想
の
空
間
』を

モ
ッ
ト
ー
に
、様
々
な
分
野
に
巣
立
っ
た
卒

業
生
が
世
代
を
超
え
て
集
い
、各
々
の
知
識

や
経
験
、
情
報
を
共
有
す
る
場
を
造
り
、

個
々
の
さ
ら
な
る
成
長
の
手
助
け
と
な
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

二
年
ぶ
り
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
会
食

二
年
ぶ
り
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
会
食

南
園
祭
か
ら

　
　
時
代
の
流
れ
を
感
じ
て

南
園
祭
か
ら

　
　
時
代
の
流
れ
を
感
じ
て

　
　 

馬
原
　
俊
一

【
昭
和
五
十
九
年
（
八
十
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
科
卒
】

　
　 

馬
原
　
俊
一

【
昭
和
五
十
九
年
（
八
十
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
科
卒
】

教 

頭

一年間の学科の取り組みと
収穫物への感謝の思いを

伝えました。

女性部会『みのりの会』の活動再開を記念して発足会を開催します。
皆様のご参加をお待ちしています。

今年の南園祭にも『南園会
女子部“みのりの会”』とし
て、参加しました。

い
よ
い
よ
再
始
動

い
よ
い
よ
再
始
動

い
よ
い
よ
再
始
動

南
園
会
女
子
部

南
園
会
女
子
部

南
園
会
女
子
部

就
任
の
ご
挨
拶


